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はじ めまして。 腫 瘍 内 科 医の高 野 利 実 で す。

腫 瘍 内 科 のない 時 代 に 腫 瘍 内 科 医を志

し 、道なき道を手 探りで 進 んできた 私で す

が、多くの患 者さんに支 えられて、なんとか

やってきました。 国 立 がんセンター中 央 病

院 で 腫 瘍 内 科 のトレ ーニング を 受 け た の

ち、東 京 共 済 病 院、帝 京 大 学 病 院、虎の 門

病 院という 3 つ の 病 院 で 腫 瘍 内 科 を立 ち

上 げ まし た。 2 010 年 か ら 10 年 間 在 籍 し

た 虎 の 門 病 院 臨 床 腫 瘍 科 は、全 国 から 腫

瘍内科医を志す若者 が集う、一 般病院では

「 日本一の腫 瘍内 科」になりました。 2 0 2 0

年 からは、がん 研 有 明 病 院 乳 腺 内 科 に 赴

任し 、今は乳 がん診 療に専念しています。

私には、 3 つの 夢があります。

1 つ目は、日本 中に 腫 瘍 内 科 を根 付 か せ

ること。 本 物の腫 瘍内 科 医を増やし 、全 国

のがん患 者さんのお 役に立てるようにした

いと思って います。 そんな 未 来 に 向 け、日

本 臨 床 腫 瘍 学 会 の医学 生・研 修 医 向けの

企 画など を 通じて、若 手 育 成に 尽 力して い

ます。

2 つ目の 夢 は、臨 床 試 験 で 世界 にエビデ

ンスを発 信 すること。 私は、西日本 がん 研

究 機 構（ W JO G）の 乳 腺 グル ープ長を務 め

ていて、多くの大 規 模 臨 床 試 験を手がけて

きました が、さらに世界と競 争・協 調しな

がら、新しい エビデンスを 創って世界 中の

乳 がん患 者さんに貢 献したいと考えていま

す。

そして、 3 つ 目 の 夢 は、H B M を 実 践 す

ること。 腫 瘍 内 科 を 根 付 か せ て、世 界 に

エビデ ンスを 発 信 できたとしても、そ の 先

に 患 者 さん の 幸 せ が な け れ ば、意 味 が あ

りま せ ん。 H B M と は、「 Hu m a n - B a s e d  

Med i c i n e（ 人 間 性に基づく医 療）」という、

私 が 研 修 医のときに造った言 葉 で、患 者さ

ん の 価 値 観 や人 間どうし の 語り合 い に 基

づ いて 医 療 を 行 い、人 間 の 幸 せ を目 指 す

考え方 で す。 この H B M を追 求 することが、

私の最 大の 夢で す。

H B M の原 点となったのは、「 バカの 壁 」

で 有 名 な 養 老 孟 司 先 生 の「 人 間 が モノサ

いろんな出会いから学んだ「 ＨＢＭ」
腫 瘍 内 科、 若 手 育 成、 臨 床 試 験、 養 老 先 生、  AYA week、
が ん 教 育、 〇 〇 腫 瘍 学、 第 九 合 唱、 映 画 監 修 …
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シ」という言 葉 でし た。 養 老 先 生 は 私 の

大 学 生 時 代 の 恩 師 で、電 撃 退 官し た あと

も追っかけて、「 目からうろこ」の話をたく

さん 聞 か せ てもらいました。 あ れ から 3 0

年が 経ち、養 老 先 生は今、小 細 胞 肺 がんを

患って、免 疫 チェックポイント阻 害 薬 の 治

療を受けています。 そんな恩 師と話してみ

た いと 思 い立 ち、昨 年 、 3 0 年 ぶりの 再 会

が実 現しました。 箱 根の別 荘にも 2 回お招

きいただき、計 8 時 間にわたって、がん、医

療 の 意 味 、生 老 病 死、昆 虫、ネコ、A I、唯

脳論、など、様々なお話をさせていただきま

した。 この対 談 の内 容は、「“ 幸せ”よりも  

“ 居 心 地 ”のよい 生き方」（ ビジネス社 ）と

いう本になって、今 年出版されました。

にしています。

「医療は『居心地のよさ』のためにある」

医 療 のあり方、特に、がんという病 気との

向き合 い方 については、多くの患 者さんた

ちと語り合い、悩みながら、ずっと考えてき

ました。 答えの出ない問いもたくさんあり

ます が、ヨミドクターのコラムなどを通じて、

私なりに 考えたことを文 章 にしてきました。

最 近は、「 気 持ちがラクになる 　 がんとの

向き合い方」（ 2 0 2 3 年 、ビジネス社）、「 が

ん の不 安 や つらさは、どうす れ ばラクにな

りますか？」（ 2 0 2 5 年 、ビジネス社）といっ

た本を出しています。

Ｘ（ @ To s h i m i H B M）やインスタグラム

（ @ t o s h i m i t a k a n o _ hbm）など、S N S で

の 発 信 も、実 名と実 顔 を出して、お そるお

そるやって います。 難しさを感じ ることも

多々あります が、影 響 力もあるのを実 感し

て います。 皆 様 にもフォローして いただ け

ると嬉しいで す。

気 持ちがラクになるような考え方をあれ

これと模 索していて、最 近よく使うフレーズ

は、「 Mu s t ではなく Wa nt で」で す。 何か

をし な け れ ば い け な いという「 Mu s t」で

自分を 追 い 詰 めてしまうので はなく、自分

がやりたい「 Wa nt」を大 切にすることを提

案しています。

がん は ゼ ロ で な け れ ば い け な いと 思い

詰 めるのではなく、「 w i t h コロナ」でコロ

ナを克 服できたように、「 w i t h がん」の 考

え方 でもよい のではないか、といったお 話

しもよくします。 がんがあっても、「 居心地

よく過ごせること」が 大 切で すね 。

患 者・家 族 支 援 や、サバ イバーシップケ

アに関わる機 会も多く、社会 的 支 援 が 手薄

だ と い わ れ る AYA 世 代（ 1 5 ～ 3 9 歳 くら

い）のがんについて理 解を深 めるための 啓

発 活 動「 AYA  we ek」にも参 加しています。

「 医 療 は 人 間 の 幸 せ の た め に あ る」と

いう私 の 想 い を 伝 え たところ、養 老 先 生

は、「『 幸 せ 』よりも『 居 心 地 のよさ』の 方

がしっくりくるんだよね」とおっしゃいまし

た。 確かに、私は、文 章 で「 幸 せ」という言

葉を多用しているのに、診 察室では、あまり

「 幸 せ」という言 葉を 使って いませんでし

た。「 幸せ」は、抽 象 的な概 念 で、自分 のも

のとして 捉 えにくい 面 が あり、患 者 さん に

実 感をこめて 語りにくか ったのだと思いま

す。 そ れ に 対して、「 居 心 地 のよさ」であ

れ ば、自分 の感じ方にほかならず、ありあり

とした実 感 のこもった言 葉として 語ること

が できます。 なので、最 近は、こう言うよう
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今 年 3 月の AYA  we ek  2 0 2 6 で は、実 行

委員長を務めました。 テーマとして掲げた

のは、「 誰もが 生きやすい明日へ」。

これ は、AYA 世 代 に 限 った 話 で は あり

ま せ ん が、が ん とい う 病 気 に は 過 剰 なイ

メージがつきまとっていて、まわりの人 たち

の 理 解も十 分 にあるとは 言えず、病 気や 治

療 の 影 響以 上に、がん患 者さんは、社 会 的

な 生 き づらさを 感じて いま す。 社 会 全 体

の 理 解を深 めるために、子どもだ け でなく、

大 人へ の「 がん 教 育」も必 要 だと考え、取

り組んでいるところで す。

私は、何かと声をか けられや すいみたい

で、い つ の 間 に か 新し い 活 動 に 巻 き込 ま

れて い ることが ありま す。「 〇 〇 腫 瘍 学」

「 〇〇オンコロジー」という、がんと他 領 域

を融 合させた学問が 次々と生まれています

が、な ぜ か 私 はそういう「 〇 〇 腫 瘍 学」に

は たいて いか かわってきました。「 運 動 腫

瘍 学」「 栄 養 腫 瘍 学」「 腫 瘍 循環 器 学」「 腫

瘍 脳 卒 中 学」など、けっこう話 題 になって

いるものもあります。

専 門 分 野 の 壁を 超 えて、いろんな方と出

会い、ご 縁 が広がっていくのは、とてもあり

がたいことで、そうやって新しいムーブメン

トが 起き、がん患 者さんが 居 心 地よく過ご

せる社会に近 づ いていけるのであれ ば、と

てもやりが い のあることだと思って います。

自 分 の人 生を 振り返 ってみても、患 者さ

んをはじ め、多くのご 縁 が あって今 が ある、

というか、人との つながりだ け で 私は 生き

てきたのだと、しみじみと感じています。

今 年 4 月に は、が ん 研 有 明 病 院 主 催 で

行 われた「 がん患 者さんが 歌う第九チャリ

ティーコンサート」の 合 唱団に、医 療者とし

て参 加しました。 19 3 人の 合 唱団の 多くは

がん患 者さんで、それぞれ の 想いを抱 えな

がら、 2 0 回の 練 習を重ね、交 流を深め、い

つしか「 兄 弟」となり、「 歓喜」を高らかに

歌 い上 げ ることが で きまし た。 この 体 験

は、私にとっても、かけ がえのないものとな

りました。 医 療 現 場で は、大 変なこともい

ろいろあるので す が、ベートー ベンの 想い

や、合 唱 仲間の患 者さんたちの 想いに触れ

るうちに、自分 にとって 大 切なもの が 何 な

のかに気付けたように思います。

今 年 のカンヌ国 際 映 画 祭 で 最 優 秀 女 優

賞 を 受 賞して 話 題となった、映 画「 急 に 具

合 が 悪くなる」で、私 は 医 療 監 修 を 務 めま

した。 医 療 監 修と言っても、関わった 部 分

はわずかなのですが、この映画で描かれる

「 人間のつながりの美しさ」は、H B M に通

じるもの が あり、この 素 晴らしい 映 画に出

会えたのを運命のように感じています。

とりとめもなく、いろんな「 出 会 い」につ

いて 書 か せ て いた だきました。 今 回 寄 稿

の 機 会をいただき、今この文 章を読 んでく

ださっている皆 様とつながれたご 縁にも感

謝しています。

こ れ か らも「 出 会 い」や「 人 との つ な が

り」を大 切にしな がら、「 誰もが 居 心 地よ

く生きられ る明日」を目指して いくつもり

で す。

チャリティーコンサートに参加された合唱団の皆様
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⑧市川別館 晴観荘（群馬県） ⑨老神温泉 伍楼閣（群馬県） ⑩浅間温泉 富士乃湯（長野県）

⑤会津 芦ノ牧温泉 丸峰観光ホテル（福島県） ⑥益子舘　里山リゾートホテル（栃木県） ⑦かんすい苑 覚楽（栃木県）

②結びの宿 愛隣館（岩手県） ③座敷わらし伝説の宿 緑風荘（岩手県） ④お部屋食と温泉貸切風呂くつろぎの宿 有馬館（山形県）

①からまつ山荘 東兵衛温泉（秋田県）

家族で湯ったりキャンペーン【11/10締切】
乳がん手術を受けられた方と、そのご家族を抽選で宿泊ご招待

券をプレゼントする「家族で湯ったりキャンペーン」を実施します。

本年も22 施設のご参加を頂き心から感謝申し上げます。読者の皆

さまへ心和む温泉気分を感じて頂きたく、ご協力施設様の写真を

掲載しました。（掲載の写真はイメージです。ご利用頂

く浴場とは異なる場合がございます。）

11月10日
まで

応募
締切

2024年

当選発表
2024年12月中旬頃

下記の温泉施設に抽選で各1組

施設により
宿泊条件が
変わります。
詳細はHPを
ご覧下さい

施設により宿泊条件が変わります
詳細はQRコードよりHPをご覧下さい
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㉑三朝薬師の湯 万翆楼（鳥取県） ㉒御宿 はなわらび（福岡県）⑳有馬温泉 月光園 游月山荘（兵庫県）

⑱下呂観光ホテル（岐阜県） ⑲ホテル浦島（和歌山県）⑰高山グリーンホテル（岐阜県）

⑮竜王ラドン温泉 湯ーとぴあ（山梨県） ⑯ぎふ長良川温泉 ホテルパーク（岐阜県）⑭NASPAニューオータニ（新潟県）

⑫ゆのくに天祥（石川県） ⑬マリンホテルハマナス（新潟県）⑪昼神温泉 癒楽の宿 清風苑（長野県）
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「家族で湯ったり～」
当選者からのお手紙

K . M さん
ホテルのスタッフの皆さまもとても親

切で、入浴着もスムーズにご用意してい

ただきました。 術後初めての温 泉でし

たが、入 浴 着は 肌ざわりも良く、フィッ

トし、傷口を気にすることなく安心して

入浴することが できました。 入浴 着の

おかげで 安心して温 泉を楽しむことが

でき「また温 泉に入れる」という喜びを

久しぶりに感じることができました。

A . H さん
「 家 族で湯ったり」キャンペーンが当

選 するとは 思 わ ず「 行 け たら良い な」

と思い応 募させていただきました。 術

後 4 年が 経ち、手 術 の 痕 が 気になり温

泉に行きたいけど行けず 諦めていたの

ですが、今回選当することができ、娘 達

と温 泉に行き、人目を 気にせ ず入 浴す

る事ができ良かったです。

美 味 し い 料 理 もい た だく事 が で き、

お 部 屋も眺 め の良い 部 屋 でとても良

かったで す。 頑 張って治 療してきて良

かったと感じました。

なかなか都合も合わない中、娘 達と一

緒に温 泉に泊まりに行けて良かったです。

今 年も検 査で異常はなかったので 安心

S . S さん
母と親 子 水 入らず で 1 泊 2 日させ て

いただきました。 乳がんの治療中は温

泉に行ってゆっくりするという気 持ち

の 余 裕もなく日々を 走り続 けることに

必 死でした が、今 回このような機 会を

いただけたことで、ゆっくりと親子で過

ごすことができました。

乳 がんになってからあんなこともこ

んなこともあったねえと人 生を振り返

りつつ、死なないでしぶとく生きる！！

が できたことで 今 が あるね、こんな日

が来るとは！と母と笑って話せました。

C .T さん
術 後初めての温 泉でしたがリフレッ

シュ出来ました。

貸 切り風呂もありましたが、勇気を出

して大浴場 へ。人が多すぎなかった事

もあり、周囲を 気にせ ず念 願の広い露

天 風 呂も満 喫 出来た事 は、大きな自信

になりました。

あと半 年服薬の抗がん 剤が 続きます

が、リフレッシュしたい時は温 泉に行こ

うと思います。

そして、このキャンペーンで一歩踏み

出すきっかけを下さり、ありがとうござ

いました。 今 回の 経 験をステップアッ

プのスタートとして、これからも前向き

に温 泉を楽しんでいきたいです。

しました。 毎 年 検 査 前は 不安 になるの

で す が、今 年 は 検 査 後 の 温 泉 だったの

で安心して温 泉を楽しめました。当選さ

せて頂き、ありがとうございました。
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ピンクリボン運動で２０年以
上続く「街頭キャンペーン」

オフィシャルサポーターのご紹介

東京海上日動あんしん生命保険㍿

東 京 海 上 日 動 あ ん し ん 生 命 保 険 株 式

会 社 ( 東 京 都 千 代 田 区、浅 野 收 二 社 長 ) は、

１９９６年 8 月に設 立された 東 京 海 上ホー

ルデングスの 10 0 ％出資 会 社で今 年 (2 0 2 6

年 ) 3 0 周年を迎えられました。 保 険 商品の

販 売にとどまらず社会貢献 活動には大きな

力を入 れ、とりわけ「 ピンクリボン運 動」は

2 0 0 5 年 に 女 性 専 用 医 療 保 険「 あんしんア

ミュレット」の発売を機に J. POSH のオフィ

シャルサポーターに登 録され、『乳がんへの

理 解を深める活動』として全社 運 動を開始

されました。「保険会社として病気になった

後の 保 障 提 供はもちろんだが、乳 がんは早

期発見で救える可能性が高い病気。病気に

ならないこと、早期発見で命が救われること、

悲しむ人を一人でも減らすことが重要」とす

るコンセプトのもとで取り組んでおられます。

同 社におけるピンクリボン運 動の 象 徴 的

な活動が「 街 頭キャンぺーン」。 社員・代 理

店・グループ各 社が一 体になって全 国で 乳

がん検 診の重要性を街頭で道ゆく人に直接

訴えるキャンペーン活動で、2 0 0 5 年から継

続 実 施中。 コロナ禍ではオンラインを通じ

ての情報発信を行いました。

毎 年 10 月の 第３日曜日に全 国 の 医 療 機

関で実 施されるJ . M . S（ジャパン・マンモグ

ラフィーサンデー）に合わせ、8 月 2 4 日から

12 月 2 5 日まで 社 員が 小グル ープ単位 で 朝

と昼 時に交代 で 街 頭に出てリーフレットや

ウエットティッシュを配 布。 ウエットティッ

シュには QR コードが印刷され 、乳がんに関

わる情報にアクセスできる。このキャンペー

ンについて、「 ティッシュを受け取った方が

①自分の体を気にかける②検 診を予約する

③ 家族に検 診を勧める～といった行動につ

ながってくれたら…」( 人事 総 務 部 ) という

狙いがあります。

創業 3 0 周年を迎えた今、「 保 険会社とし

て 病 気の 備えを提 供 するだけ でなく、病 気

になる前にできること、早期発見で救える命

を増やすこと、がんで 悲しむ人を減らすこと、

に 取り組 み 続 けることが 社 会 的 使 命 だと

考えています。 ピンクリボン運 動はあんし

ん 生命の歴史の一 部であり、お客様 本位を

実 践する象徴 的な活 動です」( 同部総 務グ

ループ阿部由枝セクションチーフ ) とし、「乳

がんで 悲しむ人を減らしたいという志を共

有するJ. POSH のパートナーとしてこれから

も実 現に向けて貢 献していきたいと思いま

す」( 同 ) と力強く話していらっしゃいます。

「がんで悲しむ人」を減らしたい

Ｊ. Ｍ .Ｓ に 合 わ せ 社 員・ 
代 理 店が 街 頭 活 動に参 加

「 乳がんで 悲しむ人を減ら
す」実現に向け貢献したい

街
頭
に
て
乳
が
ん
検
診
の
重
要
性

を
啓
発
す
る
ス
タ
ッ
フ
（
写
真
左
）

「街頭キャンペーンに」参加されたスタッフの方々
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『さりげなく健診を～』
“何があってもオレは胃カメラだけは絶対に

飲まないぞ ”―。極度の嘔吐恐怖症が故の

“反抗心”でしたが、その固い決意がもろくも打

ち砕かれ、４回も胃カメラ＝経口内視鏡を飲む

ことになった顛末を書かせて頂きます。事の

発端は近くのかかりつけ医で定期的な健康診

断を受け、血液検査でγ-GTP の

値 が 213( 基 準 値 は 50 以 下 )と

いうとてつもない異常値が発覚。

『胆石の疑い大ですね』と、すぐ

に地域の拠点病院を紹介され受

診。その結果『胆 嚢は石と泥で

あふれ、胆道まであふれ落ちて

ますな』という衝撃的なお言葉。

結局、手術で対応することになり、胃カメラを飲

む羽目に。しかし、この内視鏡が発見してくれ

たのが「十二指腸腺腫（せんしゅ）」。十二指腸

にできたこのポリープは「がん化のリスクが高

い」と、胆嚢・胆道手術に先駆けて腺腫摘出手

術を受けました。胃カメラのお陰で事前にがん

リスクを回避できて良かったというありがたい

お話しでありますが、さて、ここで声を大にして

自戒を込めて皆様にお伝えしたい教訓❶定期

的な健康診断を軽んずべからず。胃カメラ検

査も、( 乳がんの) マンモグラフィー検査もそう

ですが、❷根拠なき恐怖心、自己過信にとらわ

れるなーといったところでしょう

か。思い出しました。10 年以上

前、前立腺がんが発覚した時は

自治体の実施する健康診断で受

け た PSA 検 査 (オプション ) の

結果でした ( 現在は寛解 )。そう

いえば十二指腸～も前立腺～も

自覚症状は全くなし。❸「今まで

健康だったから今回も何もないだろう」という

根拠なき思い込みは、裏切られることも少なく

ないようです。さりげなく健診を受け、何もな

ければハッピー、ハッピー😊。健康に感謝！

自分の躰（健康）に謙虚に向き合っていたいも

のです（I.T）。

「令和 8 年熊本地震」(26・7・28) で被災され、人的・物的に大きな被害に遭われた日本製

紙株式会社様に謹んでお見舞い申し上げます。

日本製紙様にはJ.POSHのオフィシャルサポーターとして長年にわたりご支援頂いています。

被災された八代工場は大型ロールの新聞用紙やコピー用紙などを製造されている工場であり、

とりわけピンクリボンマークをあしらった市販用コピー用紙を製

造して頂いている工場でもあります。2017 年暮れ、同工場を取材・

見学させて頂く機会があり、広大な敷地を社用車で案内され、古

紙などの原料から、新しい「紙」が誕生するまでを工程に沿って

丁寧にご説明して頂いた記憶が蘇ってきました。

八代工場様の1日も早い復興をお祈り申し上げます。(I .T)

地震お見舞い　日本製紙 八代工場 様

毎号ピンクリボンニュースをご愛読いただき、ありがとうございます。今後の参考にさせて
いただきたく、ご意見、ご感想を事務局宛（jposh@j-posh.com）にお寄せ頂ければ幸いです。
また送付の停止をご希望される場合もメールにてご連絡ください。

事務局から


